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遺
跡
は
語
る
〜
発
掘
調
査
速
報
展
〜

春季企画展
三好町歴史民俗資料館
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近
年
、
本
町
で
は
開
発
に
伴
う
発
掘
調
査
が
多
く
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
70

を
超
え
る
遺
跡
（
埋
蔵
文
化
財
）
が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。
発
掘
が
終
わ
っ
た
遺

跡
の
ほ
と
ん
ど
は
、
工
事
な
ど
に
よ
っ
て
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
地
中
に
眠
っ
て
い
る
遺
跡
（
古
墳
、
集
落
、
窯か

ま
あ
と跡

な
ど
）
は
、
発
掘

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
わ
た
し
た
ち
に
語
っ
て
く
れ
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
身
近
な
地
域
の
歴
史
や
先
人
の
暮
ら
し
、
生
活
の
知
恵
や
工
夫

を
教
え
、
示
し
て
く
れ
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
会
は
、
平
成
16
年
度
に
発
掘
調
査
さ
れ
た
窯
跡
の
調
査
風
景
や

成
果
を
中
心
に
、
埋
蔵
文
化
財
保
護
の
実
情
（
発
掘
調
査
）
や
身
近
に
あ
る
遺

跡
、
当
時
の
人
々
の
暮
ら
し
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
４
月
29
日（
金
）か
ら
７
月
24
日（
日
）ま
で

▼
と
こ
ろ
＝
歴
史
民
俗
資
料
館

▼
入
館
料
＝
無
料

▼
開
館
時
間
＝
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

▼
休
館
日
＝
毎
週
月
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
＝
歴
史
資
料
館
☎（
34
）５
０
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
34
）５
１
５
０
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奈良時代の陶器
莇生字辰己山の窯跡（黒笹35号
窯）などから出土

　　　須 恵 器
　　　 す  え  き

平安時代の陶器
福谷字根浦の窯跡（黒笹119号
窯）などから出土

　　灰 釉 陶 器
　 かいゆうとうき

鎌倉時代の陶器
莇生字辰己山の窯跡（黒笹G60A、G60B、
G60C号窯）などから出土

　　　小 皿
　　　 こ ざら

　　　山 茶 碗
　　　 やまぢゃわん

　

昨
年
８
月
に
莇
生
字
辰
己
山
の
発

掘
調
査
現
場
で
行
わ
れ
た
現
地
見
学

会
。
地
元
の
莇
生
地
区
を
中
心
に
多

く
の
人
が
参
加
し
て
、
発
掘
さ
れ
た

貴
重
な
窯
跡
を
間
近
に
見
て
、
地
域

の
歴
史
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
ま
し

た
。
窯
跡
は
発
掘
調
査
完
了
後
、
再

び
埋
め
戻
さ
れ
ま
し
た
。

◆
猿
投
窯
黒
笹
地
区
◆

　

猿
投
山
の
西
南
側
の
ふ
も
と
（
三
好

町
、
名
古
屋
市
、
豊
明
市
、
日
進
市
、

東
郷
町
、刈
谷
市
に
ま
た
が
る
）
で
は
、

古
墳
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
（
５
世
紀
か

ら
13
世
紀
）
に
か
け
て
焼
物
の
生
産
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
窯
跡
群
は
猿さ
な
げ
や
ま
せ
い
な
ん
ろ
く
こ
よ
う
ぐ
ん

投
山
西
南
麓
古
窯
群

（
通
称
は
猿さ
な
げ
が
ま

投
窯
）
と
呼
ば
れ
、
現
在

ま
で
９
６
０
基
を
超
え
る
窯
跡
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
三
好
町
は
奈

良
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
（
７
世
紀
か
ら

13
世
紀
）
か
け
て
最
も
盛
ん
に
焼
物
が

生
産
さ
れ
た
黒
笹
地
区
（
三
好
町
全
域

と
東
郷
町
の
一
部
）
の
中
心
で
し
た
。

　

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
平
成
16
年
度

に
、
莇
生
字
辰
己
山
地
区
（
黒
笹
35
号

窯
、
黒
笹
Ｇ
60
Ａ
、Ｇ
60
Ｂ
、Ｇ
60
Ｃ
号

窯
）と
福
谷
字
根
浦
地
区（
黒
笹
１
１
９

号
窯
）の
２
地
区
で
古
窯
の
発
掘
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
会
で
は
こ
れ
ら
の
発
掘

風
景
の
写
真
や
図
、
壷
や
か
め
、
碗わ
ん

や

皿
な
ど
の
遺
物
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

　

貴
重
な
歴
史
資
料
を
見
て
い
た
だ
き

身
近
な
地
域
の
歴
史
に
触
れ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

【古窯略図】※丘陵地の斜面を使って窯が
                 造られています。

【縦断面】 【横断面】

天井

分
ぶんえんちゅう

焔柱 天井

焚
たきぐち

口灰
はいばら

原 燃
ねんしょうぶ

焼部 焼
しょうせいぶ

成部

煙
えんど う ぶ

道部

莇生字辰己山の窯跡の空撮写真

発掘調査から多くの情報が分かる

出土した陶器は
歴史を知る手掛かり
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